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あ　と　が　き

今年度はコロナ禍終息後として、授業や研究会、懇親会などが平常通りの活動に戻り
ました。そのためか海外からの研究者の来訪がこれまで以上に活発となり、2023 年 5
月にラファエル・ブラン先生、同年 10 月にジル・フィリップ先生、さらに 2024 年 1 月
にロリス・ペトリス先生をそれぞれ豊中キャンパスにお招きし、講演会を開催いたしま
した。ご専門・ご講演はそれぞれ 18 世紀文学、文体論、シャモワゾーについて（専門
はルネッサンス文学）と大変幅広く、また豊かな内容のご講演となりました。ブラン先
生、フィリップ先生のご講演に基づいた論文・翻訳はともに今号に掲載しておりますの
で、どうぞご一読ください。
また初めての試みとして、大阪大学名誉教授荻原哲先生とのご縁からピアニスト・文
筆家の青柳いづみこさんをお迎えし、2023 年 11 月には「ドビュッシーとパリの音楽×
文学サロン」と題したレクチャーコンサートを開催いたしました。レクチャーでは当時
の文学と音楽サロンとの関係にも触れられ、大変興味深いお話をいただきました。私の
専門とするプルースト研究においても近年盛んに音楽が取り上げられるように、文学や
音楽など、ジャンルを越える横断的な視点からの研究、催しの意義を改めて感じた次第
です。
そして、2024 年 3 月末には三藤博教授がご退官されます。ご本人の希望で退官記念
に関することは固辞されておりますので、誠にささやかではありますが、この場を借り
てこれまでの先生の研究・教育のご業績を称え、本会へのご貢献に感謝いたしたく存じ
ます。
今号も 10 本の力作論文と先述の 2本の講演録・翻訳を掲載することができました。
執筆者の皆様、論文査読委員各位、そして学生編集委員諸君に心より感謝申し上げます。
会員のみなさまのご寄稿をお待ちいたしております。また末筆となりましたが、みなさ
まのご健勝を祈念いたします。 （平光　文乃）
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